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Ⅰ．はじめに

　令和 2 年 7 月豪雨では記録的な大雨により九州においても多数
の山地災害が発生した。この豪雨による山地災害発生状況に関し
て，ヘリコプターによる調査を熊本県および大分県の一部で実施
した。加えて現地調査を熊本県，大分県，宮崎県，長崎県で実施
したのでその状況について報告する。

Ⅱ．気象の概況

　7 月 3 日から 31 日にかけて，日本付近に停滞した前線の影響で，
暖かく湿った空気が継続して流れ込み，各地で大雨となり，人的
被害や物的被害が発生した。気象庁は，顕著な災害をもたらした
この一連の大雨について，「令和 2 年 7 月豪雨」と名称を定めた。
特に九州では 4 日から 7 日は記録的な大雨となり，球磨川，筑後
川等河川の氾濫が相次いだ。7 月 3 日から 7 月 31 日までの総降
水量は，大分県日田市椿ヶ鼻 1714 . 5 mm，宮崎県えびの市えび
の 1577 . 0 mm，熊本県湯前町湯前横谷 1559 . 5 mm などとなっ
ており，九州南部，九州北部地方の多くの地点で，24，48，72
時間降水量が観測史上 1 位の値を超えた（気象庁，2020）。

Ⅲ．被害の概況

　令和 2 年 7 月豪雨における人的被害は 10 月 1 日時点で死者 84
名（10 県）である。このうち九州においては熊本県 65 名，大分
県 6 名，長崎県 3 名，福岡県 2 名，鹿児島県 1 名となっている。
行方不明者は熊本県で 2 名である（内閣府，2020）。
　山地災害を含む林野関係被害の発生状況は 10 月 2 日時点で 43
道府県において被害額約 880 億円となっている。内訳は林地荒廃
1 , 506 箇所 581 . 3 億円，治山施設 156 箇所 40 . 4 億円，林道施設
等 8 , 517 箇所 244 . 3 億円，木材加工・流通施設 36 件 10 . 4 億円，

特用林産物施設等 70 件 3 . 1 億円である（林野庁，2020）。この
うち最も被害の大きかった熊本県における林野関係被害額の合計
は 8 月 31 日時点で約 465 億円となっている。内訳は林道施設
3 , 302 箇所 101 . 7 億円，林地崩壊 761 箇所 318 . 3 億円，林地荒
廃防止施設 85 箇所 18 . 0 億円，作業道 64 箇所 0 . 8 億円，林産物
2 箇所 0 . 03 億円，林産施設 35 箇所 11 . 5 億円，その他 35 箇所
14 . 6 億円である（熊本県，2020）。この被害額は平成 28 年熊本
地震時の被害額約 406 億円を上回っている（熊本県，2016）。

Ⅳ．調査結果

　ヘリコプターによる上空からの被害状況調査は 7 月 16，17 日
に実施した。飛行したコースは熊本県および大分県の一部地域で
ある（図－ 1）。この結果，熊本県山鹿市，小国町，芦北町，大
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7 月豪雨では，日本付近に停滞した前線の影響で，暖かく非常に湿った空気が継続して流れ込み，広い範囲で大雨となった。7 月 3～31
日までの総降水量は九州内で最も降った大分県椿ヶ鼻で 1714 . 5 mm となっており，九州南部，九州北部地方の多くの地点で，24，48，
72 時間降水量が観測史上 1 位の値を超えた。この豪雨により多数の山地災害が発生し，最も被害の大きかった熊本県では被害額が約 465
億円となっている。九州での山地災害発生状況に関して，ヘリコプターによる上空からの調査および現地調査を実施した。熊本県および
大分県の一部を飛行した結果からは，熊本県山鹿市，小国町，芦北町，大分県日田市，九重町において，数十ヶ所の山腹崩壊が確認でき
た。山腹崩壊に伴い土砂が流動化して，長距離流下している場所が多数確認できた。山腹崩壊は針葉樹林地，広葉樹林地の双方での発生
を確認した。
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図－ 1．ヘリコプター調査ルート
（7 / 16：緑，7 / 17・1 回目：赤，2 回目：青）

（丸囲み数字は写真－ 1～4 の場所）
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分県日田市，九重町において，数十ヶ所の山腹崩壊が確認できた。
一方で熊本県央，阿蘇地域での山腹崩壊箇所数は少なかった。今
回の豪雨における山地災害で特徴的な現象として，崩壊面積が小
さいものの土砂が長距離輸送されて被害が拡大していることが挙
げられる。代表的な事例として熊本県小国町における山腹崩壊を
写真－ 1 に示す。崩壊地の源頭部は数十 m ×数十 m 程度の範囲
で，崩壊深さも上空からは表層崩壊程度に見えており，崩壊土砂
量としては小さいと推定されたが，崩壊した土砂が流動化して谷
地形の斜面を標高差 300 m 以上流下して麓まで流れている様子
が確認できた。同様の崩壊は熊本県山鹿市，大分県日田市，九重
町で確認できた。一方で芦北町を中心とする球磨川流域がある熊
本県南においては比較的小規模な崩壊が多数発生していた（写真
－ 2）。森林の状況に関しては針葉樹林地，広葉樹林地双方の崩
壊が確認されており，特定の樹種が立地している森林が崩壊して
いるといった傾向は確認できなかった。これらの山腹崩壊に伴い
特に球磨川流域において流木が発生しており，一部の流木は八代
海に流出し対岸の熊本県宇城市不知火町を中心に漂着していた

（写真－ 3）。
　九州における大雨は 7 月 14 日までで一旦収まったが，7 月 24
日以降長崎県を中心として大雨が再び降った。その際長崎県平戸
市主師町において崩壊幅約 110 m ×崩壊高さ約 80 m の比較的大
きな山腹崩壊が発生し，斜面上部には不安定な岩塊が残されてい
る（写真－ 4）。その他宮崎県宮崎市高岡町においても発生日不
明の山腹崩壊で林道が不通となったため調査を行ったが，崩壊幅
約 15 m ×崩壊高さ約 20 m で，崩壊深さ 1 m の比較的小規模な
崩壊であった。
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